
三
年
生
を
対
象
に
第
一

め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
沖
縄
県
立
高

沖
縄
県
立

回
進
路
希
望
調
査
を
実
施

勿
論
、
他
の
高
校
に
つ
い
て

校
で
寮

が
あ
る
高
校
は
次

高
校
以
外
の

も
ち
ろ
ん

り
よ
う

し
ま
し
た
。
（
左
下
参

も
同
様
に
、
理
解
を
深
め

の
高
校
で
す
。

高
校
の
中
に

さ
ん

照
）

納
得
し
て
か
ら
、
進
路
決

・
辺
土
名
高
校

は
、
特
に
ス

し
よ
う

な
つ
と
く

へ
ん

と

な

例
年
そ
う
で
す
が
、
三

定
し
て
ほ
し
い
で
す
。

宮
古
島
以
外
の
高
校
に
・
北
山
高
校

ポ
ー
ツ
推
薦

ほ
く
ざ
ん

す
い
せ
ん

年
生
の
ほ
と
ん
ど
が
、
卒

現
在
、
宮
古
地
区
の
高

進
学
す
る
と
き
、
住
む
と

・
名
護
高
校

で
進
学
す
る

な

ご

業
後
は
高
校
に
進
学
し
た

校
三
校
の
出
前
学
校
説
明

こ
ろ
を
ど
う
す
る
か
と
い
・
宜
野
座
高
校

場
合
、
体
験

ぎ

の

ざ

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

会
を
平
良
中
体
育
館
で
実

う
の
は
、
一
番
大
き
な
問

・
開
邦
高
校

入
学
等
で
事

か
い
ほ
う

中
で
、
推
薦
入
試
を
希
望

施
す
る
予
定
で
す
。
調
整

題
だ
と
思
い
ま
す
。

・
向
陽
高
校

前
に
声
を
か

す
い
せ
ん
に
ゆ
う

し

ち
よ
う
せ
い

こ
う
よ
う

し
て
い
る
生
徒
は

名
で

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
７

那
覇
市
東

町
に
、
県
立

・
沖
縄
工
業
高
校

け
ら
れ
た
生

な

は

し

ひ
が
し
ま
ち

お
き
な
わ
こ
う
ぎ
よ
う

６９

し
た
。
ま
た
、
例
年
同
様
、

月
７
日(

金)

の
総
合
の
時

児
童
生
徒
支
援
セ
ン
タ
ー

・
沖
縄
水
産
高
校

徒
し
か
志
願

れ
い
ね
ん
ど
う
よ
う

し

え
ん

お
き
な
わ
す
い
さ
ん

し

が
ん

宮
古
高
校
へ
の
希
望
者
が

間
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
保

「
群
星

寮

」
が
あ
り
ま
す

・
八
重
山
高
校

で
き
な
い
と

む
る
ぶ
し
り
よ
う

や

え

や
ま

名
と
学
年
の
約
半
数
近

護
者
も
参
加
で
き
ま
す
。

が
、
そ
こ
は
原
則
、
高
校
が

・
八
重
山
農
林
高
校

い
う
高
校
が
あ
り
ま
す
。

や
く
は
ん
す
う

げ
ん
そ
く

や

え

や
ま
の
う
り
ん

１０４く
い
ま
す
。
ち
な
み
に
昨
年

決
定
し
た
ら
公
文
で
お
知

な
い
島
に
住
ん
で
い
る
生

・
八
重
山
商
工
高
校

沖
縄
県
立
高
校
以
外
の
高

こ
う
ぶ
ん

や

え

や
ま
し
よ
う
こ
う

度
の
三
年
生
は
、

名
（

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

徒
が
対

象

と
な
っ
て
い
ま

以
上

校
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
で

た
い
し
よ
う

８２

１７４

名
中
）
が
宮
古
高
校
に
進

参
加
く
だ
さ
い
。

す
。
し
か
し
、
部
屋
に
空
き

宮
古
島
以
外
の
高
校
に

進
学
し
た
い
と
考
え
て
い

学
し
ま
し
た
。
宮
古
高
校

が
あ
る
場
合
に
は
、
入

進
学
を
希
望
す
る
場
合
は
、

る
人
は
、
体
験
入
学
に
参

に
ゆ
う

は
、
三
年
前
か
ら
普
通
科

寮

で
き
る
場
合
も
あ
り

住
む
場
所
も
し
っ
か
り
と
考

加
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ

ふ

つ
う

か

り
よ
う

が
一
ク
ラ
ス
減
に
な
り
、
そ

ま
す
。
利
用
し
た
い
方
は
、
え
ま
し
ょ
う
。
気
に
な
る
こ

い
。
定
期
的
に
高
校
の
ホ
ー

げ
ん

の
後
は
定
員
オ
ー
バ
ー
が

二
月
頃
に
な
っ
て
か
ら
、
担

と
が
あ
れ
ば
、
相
談
し
て
く

ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
確
認

て
い
い
ん

続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と

任
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

だ
さ
い
。

し
ま
し
ょ
う
。

も
し
っ
か
り
と
意
識
し
て

い

し
き

お
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
こ
こ
二
、
三
年
で
、

平
良
中
生
の
進
学
が
増
え

し
ん
が
く

ふ

て
い
る
の
が
宮
古
工
業
高

校
で
す
。
宮
古
工
業
高
校

は
、
宮
古
工
業
高
校
に
し

か
な
い
設
備
が
備
え
ら
れ

せ
つ

び

そ
な

て
い
た
り
、
工
業
関
係
の

資
格
が
多
く
取
得
で
き
る

し

か
く

し
ゆ
と
く

な
ど
工
業
関
係
の
学

習

が
く
し
ゆ
う

環

境

が
す
ご
く

整

っ
た

か
ん
き
よ
う

と
と
の

高
校
で
す
。
七
月
に
予
定

し
て
い
る
出
前
学
校
説
明

会
や
二
学
期
に
予
定
さ
れ

て
い
る
体
験
入
学
等
に
積せ

つ

極
的
に
参
加
し
て
、
工
業

き
よ
く
て
き

高
校
に
つ
い
て
理
解
を
深
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◆明日は

『今』から

変えられる。

※皆さんが書いてくれた「進路についての疑問や悩み」への回答を、裏面に載せています。



 

受検に関する質問や不安、つぶやきなどなど みんなの質問やつぶやきに対する回答やアドバイス

①勉強の仕方がわからない。
・勉強方法はたくさんあり、教科によっても異なります。まずは、その日に学習したことをまとめたり、ワー
クで復習したり、できることとわからないことを区別することも1つの方法です。

②成績を上げるための方法を教えてほしい。
・成績を上げるための方法は、当たり前のことを当たり前にできることだと思います。楽して成績が上が
ることはないでしょう。各テストで点数を取ること、授業でやるべきことをしっかりやること、提出物の期
限を守って中身も完璧に取り組むことで成績は上がります。

③今からどんな勉強をしたらいいですか。

・まずは、毎日の授業に全力で取り組んで下さい。その上で、てっとりばやい受検勉強は、自分が希望
する高校の過去問題を解くことです。県立高校の場合は、過去５年分の過去問集（例年、夏頃販売さ
れます）が書店で売っています。１、２年生の学習ができていない人は、１、２年で使った教科書やワーク
をやってみるのも良いと思います。

④どの科が自分に合っているのか。また、今の成績で合
格できるか。

・自分に合っているかは、自分の興味や将来の夢、そして成績の両方から考えなければなりません。成
績に関しては、面談等で担任と相談しましょう。高校受検までまだ日数があります。これからでも充分に
自分を伸ばすことが出来ます。

⑤合格する自信がなさ過ぎます。
・合格できるかどうかは、あなたの頑張り次第です。自信は勉強量に比例します。自信を付けるために
まず、毎日イスに座ることから始めて下さい。

⑥どのように進学する高校を選べば良いですか。
・自分の興味関心、将来の夢、学力、家の経済状況(島外や県外の場合)などを考えて決めることにな
ると思います。

⑦県外の高校に進学するとしたら、不安です。
・島外や県外に進学する時は、自分の希望だけでなく経済的なことも考えなければなりません。保護者
としっかり相談しましょう。親元を離れるので、淋しさや誘惑などに負けない「覚悟」が必要です。

⑧各高校の合格ライン（内申点やテスト）が知りたいで
す。

・合格ラインはあくまで目安です。この「ラインを超えていたら絶対合格する」ということではないことは
頭に置いておきましょう。その時の受検生のレベルによって変動するので、この点数ということは言えま
せん。三者面談等で担任と相談してみましょう。

⑨内申点が足りなくても勉強で頑張れば高校に入れます
か。

・内申点は１学期と２学期で上げることができます。今の段階でどのぐらい足りないのか計算して３年
生でどのぐらい頑張る必要があるか考えてみましょう。内申点、学力検査ともに入試では大切です。

⑩推薦入試のことを、詳しく知りたい。
・推薦入試制度は、県によっても、公立か私立かによっても違います。沖縄県立高校については、要項が
発表され次第、３年生全員に説明します。その他の高校については、高校のHPを調べてみたり、担任や
進路担当に相談して下さい。

⑪面接はどういうものか知りたい。
・面接は面接官（高校の先生約２名）の質問に答えることになります。面接では、身なり、入室、退室、受
け答え等から受検生がその高校に合っているかを見極めていきます。

⑫推薦入試で合格するにはどうすればいいですか。
・日々の学校生活を大切にして下さい。その上で平良中の校内審査をクリアする必要があります。更に
高校によって推薦基準があるので要項が発表されたらお知らせします。

⑬席次で何位までに入っていればいいか。 ・席次何位までが○○高校ということはありません。席次よりも点数を意識すると良いと思います。

⑭１年生のときに生徒指導にかかったら推薦は無理か。
・推薦入試は生徒指導のみで判断するわけではありません。校内審査をクリアしているか、改善が見ら
れるか総合的に判断していきます。推薦は学校代表となるので日頃の授業態度や学校生活において
模範となる言動を心がけることが大切です。

⑮学校の生活態度が悪くて困っている。
・自分で生活態度が悪いと気づいているのであれば、直せるチャンスだと思います。すぐに直せそうなこ
とを決めて、「今週はこれを頑張ってみよう」と目標を決めて取り組んでみましょう。

⑯受検では、検定の資格がなくても大丈夫か。
・受検では、中学校生活の頑張りを総合的に判断していきます。検定等の資格は実績の一つなので、
他の分野での実績をたくさんつくると良いと思います。

⑰通信制高校のメリットを教えてください。
・通信制高校は、自分で学ぶ時間を選ぶことができるため、自分が興味あることに時間を割くことがで
きるのがメリットの一つです。ただし、自分で学習の計画を立て勉強していかないと単位を取得すること
ができなくなるので主体的に学ぶことが必要です。

⑱通信制高校は普通高校と比べて就職した時に、生活し
ていけるのか。

・通信制高校を卒業し、世界で活躍している方々はたくさんいます。通信制高校の中には、在学中にイ
ンターンシップを積極的に取り入れている学校もあります。通信制高校を卒業したからといって不利に
なることはありません。

⑲学費が心配です。
・沖縄県では、家庭の経済状況に関わらず高校に進学意思のある皆さんが安心して高校に通えるよう
に支援を行っています。案内が届き次第、皆さんにもお知らせしていきます。保護者と高校について話し
合い良い解決策を考えていきましょう。

⑳私立の結果がわかった場合、一般入試で県立を受け
なくていいか。

・私立高校に進学を希望しており、私立高校の合格発表が、県立一般入試の願書出願前にあった場
合、県立高校を受ける必要はないと思います。ただし、県立一般入試の願書出願後に、一般入試を受
けないとなった場合は、沖縄県教育委員会に「入学選抜に係る辞退届」を提出することになります。

㉑県外の高校でも、受検内容は変わらないか。
・県内でも県立と私立とでは、いろいろな点が異なりますし、県外は更に異なる点が多いので、沖縄県
立以外の高校を希望している場合には早めに担任に伝えましょう。

㉒将来の夢や興味のある仕事がわからない。
・多くの人の話を聞いたり、読書をしたり色々なことに真剣に取り組むことで、自分の好きなことが見つ
かります。多くのことを体験し自分理解につなげましょう。

㉓保護者と意見が合いません。 ・親は真剣にあなたのことを考えて心配しています。感情的にならず、保護者としっかり話をして下さい。


